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IBL(lnquiryBasedLearning)演 習 法 を 活 用 した

急 性 期 成 人 看 護 学 演 習 方 法 につ い て

赤澤 千春,林 優子

医療 は 日進 月歩で発展 してお り,看 護 もそれ に併せ

て多大 な知識,技 術が要求 されて きてい るが,授 業で

習 った知識 ・技術 のみで卒業後臨床 に対応で きるか と

い うとかな り無理が生 じてい る。そ こで 自分で問題 を

正 しく把握 し,判 断 してい く能力が求め られ る。その

ため には主体的 に問題 に取 り組み,解 決 してい く能力

を養 わない限 り,膨 大 な看護 ・医学 に関す る知識 を丸

暗記 しようとす る しか ないのであ る。 したが って,看

護学生 の時 か ら批判的思考,分 析的 な問題解決,臨 床

的な推論,そ して主体的 な意志決定の技能が要求 され

る。 その結果,最 近で はア クテ ィブ ・ラーニ ングと し

てのPBLやIBLと 呼 ば れる演習 方法 が効 果的 とさ

れ,少 人数 の学生 を個別 に指導す るチ ュー トリアル シ

ステムが導入 されて きてい る。PBLはProblemBased

Learningの 略 で 問題 解 決 型 学 習 法 で あ る。IBLは

InquiryBasedLearningの 略 で門題探究型学習 法であ

る。PBLは 医 学系 の大学 で よ く利用 され てお り,与

え られた情報 か ら問題 を明確 に して行 くこ とに重点 を

あてている。IBLは 情 報 を与 えるのは同 じであ るが,

仮 説 を立 て,そ れを立証す るための方策 を学習する こ

とを目的 としている。成人看護学演習(急 性期)は 演

習 初 回にIBLを 行 うこ とによ り,思 考 の プロセス を

身 につけ させ,そ の後事例の看護計画立案 を 目標 と し

ている。2回 生 の成 人看護学演習で立案 された看護計

画 は3回 生 の成人看護学実習の際 に活用 してい る。

保健学科看護学専攻成人看護学演習(急 性期)は2

回生 の後期 に90時 間行 われ る。慢性期 と同時 に演習 を

するため45時 間ずつ,2ク ール実施 してい る。演習全

体 の 目標 は事例 の看護計画立案 にあ る。事例はそれぞ

れの グループで異 なってお り,演 習最後 に成果発表 を

す る。IBLは 演 習 の最初 に事例 を3つ のパー トに分

けて実施 している、以下 に実際の方法 を述べ る。 この

IBL演 習 方法 は1990年 代 にハ ワイ大学 で始め られ,

そ の後三重県立看護大学で行 われていた。

事例 の情報 を2～3行 のi報 に し,パ ー トが進む に

従 い,情 報が具体的 になる ようにす る。学生は司会,
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記録係,タ イムキーパ ーを決め,模 造紙 に向か って半

円形 に座 り,進 め てい く。与 え られた情 報か ら,「 事

実」 「仮 説」 「必要 な事項」「調 べ る項 目」 につ いて模

造 紙 に書 き出 す。 この時,そ れ ぞれ に時間 制限が あ

り,「 事 実」5分,「 仮 説」「必 要 な事 項」「調 べ る項

目」 それぞれlo分 とす る。 この時間 は必ず守 るように

事 前 に学 生伝 える。「事 実」は与 え られた情報 か ら抜

き出す が,こ の時必ず,「 その ま まの文章」で ある こ

とが重要 である。学生 は情報 を読 んだ時 にすで に解釈

や推 測 を行ってい る。 「事実」 を挙 げる ときに解釈 や

推 測 の入 った もの を書 き出す こ とが ある。その時 は

「事実」 をその まま抜 き出す とい うことの意味 を確 認

す る。 「仮説」 は事実か ら考 えられ る仮説 を出す。 「必

要 な項 目」 はその仮説 を検証す るため に必要 な項 目を

挙 げる。 「調 べ る項 目」 は仮 説 を検証 するため に知 ら
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な い項ii,わ か らない項 目を出す。学生はパー ト1～

3ま で,同 じことを.繰り返す。「調べ る項 目」 をそれ

ぞれ分担 して翌週 にグループ内で発表 し合 う。 これ ま

でがIBLの 一 連 の方法 であ る。最後 の学生が調べ て

きた ことをお互 いに教 えあ うこ とが重要であ る。教え

る ことで知識 の獲得 を確か な もの にす るこ とと,既 習

した知識 を使 い,そ の後の看護計画立案の演習 に活用

するか らである。

成 人看護学演習(急 性期)の 目標 は事例の看護計画

立案 である。情報 か らアセスメ ン ト行い,看 護問題 を

抽 出 し,そ れに対 して具体的 な計画 を立て るまでの ・

連が課題 である。 目標が設定 されてい るこ とか らこの

演 習全体 はPBLと な る。 この演 習が批判的思 考や問

題解決 能力 な どを高 めるこ とを 目的 として行 ってい る

が,結 果 としての評価 につい ては まだ十分では な く,

そ のため今回は,教 育活動報告のみ とした。今後,こ

の演習方法 の評価 を検討 し,そ の効果 を報告 したい と

考える。
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